看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

実施日　　平成21年10月5日（月）　　　　　　　　　　　　　　（第25回）

時　間　　14:00～15:45                                      司会者: 中村　美奈子
場　所　　病院2F会議室                                      記録者: 市島　正江
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＜グループ活動報告＞

東病棟：・考課面接今週より実施していく

・アドバイザー報告書3名分提出している

・私物預かりの基準手順書の作成していく

・サマリーの書式を変更している。各管理者に添付してメールする為確認をし、意見を返してきましょう

西病棟：・人事考課面接6名実施

・疎遠家族支援対応計画書の殆どが作成し、ＳＧＭ確認予定

・天間さんのアドバイザー報告書提出

・佐々木正憲さん10/8外来受診　学校復帰を先にするか、仕事にするか決めかねている

北病棟：・9月分、疎遠の取り組み中間報告

・10/5→19に環境巡視の変更　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

南病棟：・生活機能回復訓練書式(指示箋)をＣＯＯへ提出している

· 疎遠となっているご家族対応をＰＳＷを窓口として対応中

· 戸賀沢さん　2週間病欠(10/6まで)

外　来：・南山苑患者様の頭部ＣＴを撮影する際、外来カルテを作っていく

　　　　・検査の増加として、レントゲン・ＣＴを定期的に実施するかも含め、医師に確認していく。→検査リスト作成が必要

・アンケート実施（院内学術にむけて）

＜報告事項＞

· 入院患者様の通帳預かりの事例について

7月28日に入院した患者様（身寄りなし）の預かった通帳が、本人が知らないまま

叔父に渡っていたという事例

基本的には保護者である叔父には渡ってしまった経過はあったが、本人は叔父に渡してほしくなかった、病院においてあるものだと思っていたなど話されている。

→本人への説明が足りない

⇒本人に分かる預かり書を渡さなければいけないのか？・・・医事で検討中

→個人情報の問題

⇒保護者と言う事で渡しているケースなので？どうすればいいのか？

　　　　　　↓

　クレーム報告書と顛末書を作成していく

· インフルエンザワクチン対応(10/27.29.30)スタッフに、外来　福田Nｓを検討していく

· オンコール・チーフ入力について、東・西・北・南の準でJGMが入力していく

10/16分は南病棟が担当。庶務佐々木さんにSGM・JGMにもデターとして欲しし事を伝えていく

　・　病棟で管理している採血一覧表について、検査技師入職にあたり、11月から外来担当分の検査伝票の振り分けを移行していく。また、異常値の赤線引きを今月は病棟でし11月は技師で行っていく。

· ユニットケア基準

北病棟→社会資源の利用を入れていく

10月ﾏﾆｭｱﾙの確認をしていく

· ベットコントロール

今週、南山苑と話し合い予定→西病棟2名退院予定、東病棟4床空床状況

入院予定1名あり

東・西病棟で南病棟への候補者を上げていく事

・　ケアプロセスは10/20まで入力していく

＜AOMから＞

· 今後、看護手順基準書の確認予定(分担作業を実施して行く)

· 10/7　南病棟入職の庭田CWの業務判定あり　　11/16本採用予定

· チーフ対応による外来電話ついて、個人情報保護が犯される内容のときの受け答えについてマニュアルで文章として作成する必要があると川端IOOから指摘があった。患者様との対応には充分注意する必要がある。

　・　玉田IOOが長期欠勤になりました。接遇委員会の意見内容については佐藤AOMが確認。

　　　以外は今後検討していく。

